
 

 

第21回がんプロ公開セミナー  第191回キャンサーボード 

2017年 11月 7日 (火) 18:30～19:30 

横浜市立大学 附属病院10F  臨床講堂 
JR「新杉田駅」，京浜急行「金沢八景駅」より，シーサイドライン「市大医学部駅」下車徒歩1分 

             Division of Palliative Care Medicine 

Department of Oncology, University of Alberta, Canada 

主催 横浜市立大学大学院医学研究科  多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン 

 共催 横浜市立大学附属病院医学・病院企画課,  大学区医師会 

公立大学法人横浜市立大学 

がん最適化医療を実現する医療人育成 

文部科学省 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材 

  （がんプロフェッショナル）」養成プラン採択事業 

  後援  公益社団法人  神奈川県病院薬剤師会 

日本医師会生涯教育制度-1単位（カリキュラムコード-1, 2, 81) 

神奈川県病院薬剤師会生涯研修制度-0.5単位 

 講演者の樽見先生は、札幌医科大学を卒業後、2000年にアルバータ大学病院のインターンシップを修了し、緩和

ケア先進国カナダにおいて臨床、研究、教育を進めている第1人者です。臨床では、多職種チームのリーダーであり

ながらベッドサイドまで常に足を運び、患者およびスタッフから信頼を得ています。また、系統的な緩和ケア教育を

カナダの全医学生が受けるプログラム作りに参加され、成果をあげています。 

 今回、カナダでMAiDと称される終末期の医療援助についてご講演頂きます。 

 皆様のご参加をお待ちしております。  

What has happened in  

  the Canadian end of life  

   care since June 2016?  

問合せ先 横浜市立大学大学院医学研究科 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン事務局      

     TEL:045-787-2623  FAX:045-787-2740  E-mail : ganpro@yokohama-cu.ac.jp 

Prof. Yoko Tarumi, 

2016年6月以降、カナダの終末期ケアの現場に何が起きたか 


